
《⾼調波抑制対策：等価１２パルス接続》⾼調波（５）
■三相整流器の多パルス化
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等価１２パルス接続：２つ以上の６パルス整流器を異結線変圧器に振り分けて接続することで１２パルス化

パルス数が多いほど
⾼調波電流は減少する。
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《⾼調波抑制対策：等価１２パルス接続》⾼調波（５）
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⾼調波（５）《⾼調波抑制対策：パッシブフィルタ》

抑制したい次数の⾼調波を狙って対策することができる。

特定次数の⾼調波に対して低インピーダンスとなる
LCフィルタに⾼周波電流を吸収させる。

■パッシブ（受動）フィルタ

（特徴）⽐較的安価に対策でき、電⼒損失も少ない⻑所がある⼀⽅、以下に注意する必要がある。
・系統インピーダンス条件に変化によって⾼調波を拡⼤する恐れがある。
・基本波に対しては進相コンデンサとして作⽤するので軽負荷時、過度に進相しないよう注意が必要。
・過負荷でリアクトルが飽和すると同調次数が変化して、⾼調波を拡⼤する恐れがある。



⾼調波（５） 《⾼調波抑制対策：アクティブフィルタ》
■アクティブ（能動）フィルタ
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⾼調波電流を検出して、これを打ち消す⾼調波電流を重畳することで系統に流れる⾼調波電流を除去する。

（特徴）以下のメリットがあり⾼調波抑制⽅法として理想的だが、機器構成が複雑で⾮常に⾼価。
・１台の装置で複数次数の⾼調波に対応でき、設置後の系統インピーダンス条件の変化にも調整可能。
・無効電⼒補償を⾏うことで、⼒率⼀定制御も可能。
・不平衡電流を検出して逆相電流を打ち消す、三相平衡化も可能。

⾃励コンバータ(PWM⽅式)



⾼調波（５） 《⾼調波抑制対策：インバータ・コンバータ》
■インバータ装置に交流リアクトル（ACL）、

直流リアクトル（DCS）を付加する。

三相
交流
電源

M

汎⽤インバータ装置

コンバータ部
(ブリッジ整流器)

インバータ部
(PWM制御)

平滑
コン

デンサ

⾼調波電流発⽣率(％)換算
係数
Kⅰ

回路
分類

細分№
回路種別(ⅰ)分類

№ 25次23次19次17次13次11次7次5次
1.82.63.14.37.78.541.065.03.431リアクトルなし

三相ブリッジ
（コンデンサ平滑）3 1.31.71.93.23.47.414.538.01.832ACL付

2.23.03.24.75.08.413.030.01.833DCL付
1.41.62.43.24.17.29.128.01.434ACL＋DCL付
−−−−−−−−05−⾃励三相ブリッジ（PWM制御）5

■パルス幅変調(Ｐulse Ｗidth Ｍodulation)⽅式の
コンバータを適⽤する。
順変換（交流→直流）にPWM等価正弦波制御⽅式
を採⽤し、IGBT等の⾃⼰消弧素⼦による
⾼速スイッチング動作を⾏うことで⾼調波を低減する。
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コンバータ部
(PWM制御)

インバータ部
(PWM制御)



⾼調波（５） 《⾼調波抑制対策：低圧進相コンデンサ》

■進相コンデンサ（SC）を低圧側に設置する。
⾼調波発⽣源から⾒た系統側インピーダンスを
変圧器のインピーダンス分⼤きくすることで ※𝑋଴→𝑋଴ ൅ 𝑋்
相対的に進相コンデンサのインピーダンスが⼩さくなる。
進相コンデンサの⾼調波吸収電流が⼤きくなり
系統側へ流出する電流を抑制することができる。
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※注：変圧器バンク数が多く、⾼調波発⽣機器が各バンクに
分散している場合、バンク毎に進相コンデンサが必要となる。

第n調波電流に対する⼀相等価回路
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